
国際海上コンテナの大部分を三大湾・北部九州の中枢国際港湾で取り扱っている。航路
数では近海・東南アジア航路が大部分を占めており、また欧米航路のほとんどが三大湾
に集中している。

基礎的モニタリング 視点：交通基盤や住宅等の整備及びその効果の変遷はどのようになっているのか。

指標：国際交流に関する国土
基盤の利用（港湾）

外貿コンテナ貨物上位20港に
おける外貿コンテナ貨物量
（TEU/year）（2004year）
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北米航路数（便/週）
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■国土のモニタリング

東京（335.8万ＴＥＵ／年）

23.2

98.0

12.0

横浜（260.7万ＴＥＵ／年）

20.6

100.3

7.3
名古屋
（215.5万ＴＥＵ／年）

15.7

87.2

8.8

神戸（185.1万ＴＥＵ／年）

18.8

86.5

13.7

大阪（172.6万ＴＥＵ／年）

4.8

109.8

7.0

清水
（40.6万ＴＥＵ／年）

2.5

16.0

2.0

博多（57.1万ＴＥＵ／年）

3.0

42.46.0

北九州
（40.0万ＴＥＵ／年）
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